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0-1. 中間報告結果報告

ブライトスポット的視点魚の養殖を広めよう

場所の制約がある。 初期費用が払えない。

水源が必要 稚魚の購入費用

水源が個人の土地に
あることは少ない。

餌の購入費用 養殖場の建設費用

外部調達

内製化コミュニティでの推進

目的

課題

細分化

現状

解決策

＝

コミュニティグループへの展開＆ティラピア種苗生産チャレンジ

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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0-1. 中間報告結果報告

問題解決思考型視点養鶏農家が全然儲かっていない

売値が低い 維持管理費が高い

タイミングの良い時
に売っていない。

バイヤーに叩かれる

餌の購入費用

外部調達

内製化？？バイヤーとの交渉

問題意識

課題

細分化

現状

解決策

＝

販売計画がない

計画作成

養鶏農家組合構築によるエンパワーメント

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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0-1. 中間報告結果報告

実践・後付的視点＝少しの要素で状況は一変する！※養豚の場合

協力隊だからこそできること

コミュニティをまとめる

専門家などから知恵をもらう

配属先の力を借りる

養豚は餌
代が多くか
かる。

コミュニ
ティで分担
する。

青年グループとの養豚プロジェクト

課題 要素

量が少なければ
残飯で賄うことが
出来るのに・・

10ヵ月で生み出される
利益は約40万円予定。

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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1-1. 全活動の共通目標

自身の活動の目標のひとつは、

“外部からの介入がなくとも、
自走され継続するプロジェクトを残すこと”

Self-propelled Project

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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2-1. プロジェクト紹介 –成功事例–

Youth group との養豚プロジェクト Youth group
が保有する
飼育小屋

統括

Sub county
leader

JICA
Volunteer

連携

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Parish
leader

Youth
Group

養豚事業
の運営

Bank積立

引出

地域課題
の解決

初期費用貸与＆
収支計画策定支援

初期費用負担
収支計画策定支援
定期的なモニタリング

養豚による青年グループの積立金増加、
それに伴う地域課題の解決

Sub countyの青年グループ
※Sub countyは日本における市レベルの行政区分

支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

生育して
きた豚



稲作における技術指導
NERICAの趣旨提供
定期的なモニタリング

稲作による農家個人
の所得向上

各農家個人
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2-1. プロジェクト紹介 –成功事例–

稲作農家の技術指導・新規開拓

生育中の稲

稲作技術指
導の風景

JICA
Volunteer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

技術提供
＆種子貸与

支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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2-1. プロジェクト紹介 –成功事例–

魚の養殖普及活動 for Mubende Group

Partner
Gomba

Volunteer
連携モデル養殖の運営

普及

Group
Member Group

Member
Group

Member

Group
Member

Group
Leader

養殖運営Mubende
Group

組織運営
支援

技術指導

Mubende
Volunteer

連携

養殖事業の啓もう
Mubende隊員との連携

パートナーによる技術指導のコーディネート

魚の養殖普及による
他グループの所得向上

他県（Mubende）の地域グループ
支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

出来上がっ
た養殖場を
視察

稚魚購入時
に同行
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2-1. プロジェクト紹介 –成功事例–

養鶏農家組合設立支援

JICA
Volunteer

Group
Member

Group
Member

Group
Member

Group
Member

Group
Leader

選出

Farmers
Group

同時販売＆
価格設定

餌の共同
購入

グループ化
支援

収支計画
策定支援

養鶏事業の実情説明
養鶏農家組合設立のきっかけ作り

養鶏農家組合設立による
養鶏の利益率向上、各農家の所得向上

地域の養鶏農家
支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

養鶏の収支
計画を説明 メンバーの

養鶏
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2-2. プロジェクト紹介 –失敗事例–

クラフト製作の素材調達及び販路開拓

女性
グループの
リーダーと

JICA事務所
で販売

販路開拓＆販売素材購入

商品委託

商品開発支援
＆素材調達

JICA
Volunteer

カンパラ

Village
Womaｎ Village

Womaｎ
Village

Womaｎ

Village
Womaｎ

Group
Leader

Woman’s
Group

クラフト
製品製造

素材調達
販路開拓

クラフト販売による女性の積立金増加、
それに伴うメンバー間の相互扶助関係の強化

女性グループ
支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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2-2. プロジェクト紹介 –失敗事例–

山羊バンクの運営
貸出し中
の山羊

山羊牧場
と私

山羊を販売したい地域住民

Ray farm

JICA
Volunteer

連携
partner

山羊の買い取り山羊の販売

種山羊の貸出

JICA
Volunteer

Village
People

Village
People

Village
People

Village
People

Village
People

Village
People

山羊を飼育したい地域住民 山羊を買う
お金がない・・・

山羊を売る
場所がない・・

種山羊の返却

子山羊を
産むまで
飼育

牧場の
運営

各ニーズ
を繋げる

山羊牧場の運営補助、拡大支援
山羊を貸している住民へのモニタリング

山羊飼育による
各家庭の所得向上

山羊を保有する地域住民
山羊を飼育したいと考える地域住民

支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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2-2. プロジェクト紹介 –失敗事例–

魚の養殖普及活動 for Gomba Youth

PartnerJICA
Volunteer

連携モデル養殖の運営

普及

Group
Member Group

Member
Group

Member

Group
Member

Group
Leader

養殖運営

Gomba
Youth

組織運営
支援 技術指導

養殖事業の啓もう
組織運営支援

パートナーによる技術指導のコーディネート

魚の養殖普及による
他グループの所得向上

Village の青年グループ
支援
対象

プロジェクト

目標

自身の
役割

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

掘削途中で
断念した
養殖場

青年グルー
プとの青空

MTG
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3-1. Self-propelled Projectの条件

運営期

導入期

引継期

条件①魅力あるプロジェクトの選定

条件②強いリーダーの発掘

条件②´インセンティブの付与

条件③運営に携わらない

条件③´明確な後継者を残す

条件①´モデルタイプの構築or具体指標の提示

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果
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3-2. 条件①を導く失敗事例

山羊バンクの運営

Ray farm

JICA
Volunteer

連携 partnerJICA
Volunteer

牧場の
運営

失敗事例A  

JICA
Volunteer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

稲作農家の技術指導・新規開拓

やりたい！

稲作面倒
くさそう・・・

条件①魅力あるプロジェクトの選定

自分に
利益ある？

Goat
Seller

売りたい！

山羊
欲しい！

Goat
Applicant

失敗事例B  

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

・支援対象となる地域住民のニーズには十分に応
えていたが、運営者であるパートナーのメリットは
薄い。

・プロジェクトの滑り出しはそこそこであったが、継
続されていく中で運営面に綻びが出てきてしまった。

・計10農家に対してアプローチをした本プロジェクト

にただ一つの農家だけ失敗に終わった。明確な要
因としてあるのは、当該農家が稲作に対して自発的
な意思を見せてないことに気づかず、無理矢理始め
てしまったことから手入れがなされず生育失敗
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3-3. 条件①´を導く成功事例

条件①´モデルタイプの構築or具体指標の提示

養鶏農家組合設立成功事例A 成功事例B

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

魚の養殖普及活動 for Mubende Group

・私のパートナーと共に進めた魚の養殖をモデルタ
イプにし、収支計画を用いて養殖の普及を実施。

・魅力的な事業である認識があったことから立ち上
げ当初からモチベーションは高い。

・収支計画、他農家の実情調査の中で養鶏は困難で
あることが判明。しかし、その事実が農家のモチベー
ションを向上させるに至った。耳障りの良い内容だけ
でなく事実に目を向けることが大事。
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3-4. 条件②を導く比較

条件②強いリーダーの発掘

Youth group との養豚プロジェクト成功事例 失敗事例

VS

魚の養殖普及活動 for Gomba Youth

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

・Youth Groupのリーダーが強いリーダーシップを発揮し
て、定期的なMTGの開催、モニタリングの実施、同意書
の締結を行ったことにより運営は任せきりに出来た。

・MTGを開催するも、メンバーのネガティブ意見に負けて

しまうリーダー。私とパートナーが言葉をかけグループの
モチベーションを上げても一時的なものでしかなく、準備
段階において断念。



17

3-5. 条件②´を導く比較

条件②´インセンティブの付与

成功事例 失敗事例

VS

魚の養殖普及活動 for Gomba Youth魚の養殖普及活動 for Mubende Group

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

・右グループと比較してリーダーの強弱も大きな違いではある
が、ひとつの特色として、隊員の組織運営支援としてランチの
提供をしてメンバーのモチベーション向上を図っていたことが
挙げられる。

・強いリーダーの不在、かつメンバーのモチベーション
も低い。これに対して収支計画の度重なる説明、言葉
による意識付けを行ったが、効果は薄かった。
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3-6. 条件③を導く比較

条件③運営に携わらない

Youth group との養豚プロジェクト成功事例 失敗事例

VS

クラフト製作の素材調達及び販路開拓

販路開拓＆販売素材購入

商品委託
商品開発支援
＆素材調達

JICA
Volunteer

カンパラ

Village
Womaｎ

Group
Leader

Woman’s
Group

クラフト
製品製造

Village
Womaｎ

Village
Womaｎ

Village
Womaｎ

JICA
Volunteer

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

・本プロジェクトにおいては強いリーダーがいるという大きな要
素があるが、養豚事業において私自身は一切を手をかけてい
ない。養豚の始まりも青年グループの発案によるものであり、
私自身はプロジェクトスタートのきっかけを与えたに過ぎない。

・強いリーダーの有無ではなく、役割として私がいなければ成
り立たないプロジェクトであった。私が運営における根幹の役
割を担う、かつその役割が私以外に担えるものがいない。な
ぜならその役割を私が担わない限り利益が出ないため。
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3-7. 条件③´を導く比較

条件③´明確な後継者を残す

養鶏農家組合設立支援成功事例 失敗事例

VS

クラフト製作の素材調達及び販路開拓

販路開拓＆販売素材購入

商品委託
商品開発支援
＆素材調達

JICA
Volunteer

カンパラ

Village
Womaｎ

Group
Leader

Woman’s
Group

クラフト
製品製造

Village
Womaｎ

Village
Womaｎ

Village
Womaｎ

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

・本プロジェクトにおいては今後の継続はまだ課題と言える段
階であるが、今後の運営において責任者が明確となっており、
私が当初担っていたグループの取りまとめを行える人間がお
り、各メンバーも十分に本プロジェクトの意義を理解している。

・前頁に記載の通り、私が担っていた役割を担える人材がい
ない。最大の要素は販路だ。本プロジェクトを継続的な事業と
して残すのであれば私だけがアプローチできる販路を開拓す
るのではなく、私以外の後継者となる人間がアプローチできる
販路を確保する必要があった。
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3-8. おまけ① 『グループは成功しないのか？ 』

疑問 「グループは成功しないのか。」

渡邉の結論＝ グループでの成功はいくつかの条件が必要。しかし生み出すインパクトは大きい。

JICA
Volunteer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

やりたい！ 稲作面倒
くさそう・・・

Rice
Farmer

Rice
Farmer

個人へのアプローチ

JICA
Volunteer

Rice
Farmer

Rice
Farmer

やりたい！
稲作面倒
くさそう・・・

Rice
Farmer

Rice
Farmer

グループへのアプローチ

Rice
Groupグループ化

各個人の収入 地域課題の解決

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

個人の活動は強いリーダーが要らない。運営に関する工
夫も必要ない。やるかやらないかのそれだけで済む。し
かし、個人が行うプロジェクトは個人の利益としてしかイ
ンパクトは生まれない。

一人のメンバーの弱い意思が他メンバー、全体に感染するリスクがあ
る。そして、責任の擦り付け合いが生まれる。それをまとめる強いリー
ダーが必要。しかし、明確な取り決めが出来るのであれば得られた成
果をより影響のあるものに活用することもできる。
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3-8. おまけ② 『初期費用を負担してはいけない？ 』

疑問 「協力隊は初期費用を負担してはいけない？ 」

渡邉の結論＝ お金は活用の仕方次第。大切なことは誰に託すか。

日本の融資形態

Investor

Bank

Friend

Entrepreneur

出資 融資

事業展開

協力隊の初期費用

JICA
Volunteer

Village
People

初期費用負担

所得向上活動

＝ ハングリー
精神

起業家
スピリット

利子無
で返済

利子付
で返済

3.考察内容2.事例紹介1.中間調査結果

同じでは？

協力隊における初期費用の貸出と一般ビジネスにおける投融資に大きな違いはないと考える。利益が出るプ
ロジェクトがわかっているのであればどんな人間だろうとそのビジネスを手掛ける。当然、絶対のビジネスはなく
その不安定要素に立ち向かえる心、実力が必要。その心と実力を持っているかを見極めることが大切。


